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(57)【要約】
【課題】非付着式心電計及び体温信号検出器を提供する
。
【解決手段】本発明は、（ａ）心電計検出動作電極と、
導伝チェーンによって接続された心電計基準電極及び体
温センサと、（ｂ）前記電極又はセンサから取得された
これらの信号を処理するための信号処理ユニットと、（
ｃ）処理された心電計信号を遠隔ユニットの受信器に送
受信するか、または、遠隔ユニットからデータを受信す
るためのワイヤレス送受信装置と、（ｄ）検出器の動作
に電力を供給する電力供給器とを具備する非付着式心電
計及び体温信号検出器を提供する。検出器は従来の付着
式の検出器の不快さを改善し、かつ、検出器の美しい外
観により使用する意思を増大し、かつ、検出に便利であ
る。したがって、上記心電計及び体温計は、ホームケア
デバイスに適用するために良好である。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）心電計検出動作電極と、
　導伝チェーンによって接続された心電計基準電極及び体温センサと、
　（ｂ）前記電極又はセンサから取得されたこれらの信号を処理するための信号処理ユニ
ットと、
　（ｃ）処理された心電計信号を遠隔ユニットの前記受信器に送受信するか、または、前
記遠隔ユニットからデータを受信するためのワイヤレス送受信装置と、
　（ｄ）前記検出器の前記動作に電力を供給する電力供給器と
　を具備することを特徴とする非付着式心電計及び体温信号検出器。
【請求項２】
　前記心電計検出電極及び前記基準電極は２電極システム内に構築され、前記心電計検出
電極はユーザの皮膚の前記表面電圧を検出し、かつ、前記基準電極は基準電圧を供給し、
心電計信号は、前記表面電圧と前記基準電圧との比較によって取得することを特徴とする
請求項１に記載の検出器。
【請求項３】
　前記心電計検出電極は、前記電圧信号を検出することによって、前記ユーザの皮膚の前
記表面電圧を直接又は間接的に検出することを特徴とする請求項２に記載の検出器。
【請求項４】
　前記基準電極は、心電計信号の検出及び増幅に関して基準として用いられることを特徴
とする請求項１に記載の検出器。
【請求項５】
　前記心電計検出電極及び前記基準電極は、リング導伝性チェーンと、前記チェーンに接
続されたペンダントとして各々取り付けられていることを特徴とする請求項１に記載の検
出器。
【請求項６】
　前記導伝性チェーン及び前記ペンダントは多様な形状であることを特徴とする請求項５
に記載の検出器。
【請求項７】
　前記導伝性チェーン上の前記電極は前記導伝性チェーン自体であり、または、前記導伝
性チェーン上の導伝性プレートであることを特徴とする請求項５に記載の検出器。
【請求項８】
　前記ペンダント上の前記電極は、前記ペンダントの前記導伝性外殻であり、または、前
記ペンダントの導伝性又は非導伝性外殻の前記内部であることを特徴とする請求項５に記
載の方法。
【請求項９】
　ペンダントの前記導伝性外殻は、金属、または、プラスチックの外表面に処理されてな
ることを特徴とする請求項８に記載の検出器。
【請求項１０】
　前記プラスチックの外殻は、電気めっきによって処理されているか、または、導伝性塗
料、グラファイト、カーボンファイバ又はその他の導電体によってコーティングされてい
ることを特徴とする請求項８に記載の検出器。
【請求項１１】
　前記温度センサは、熱抵抗効果、サーミスタ、熱伝対、または、あらゆる非侵襲式電気
温度計によって温度を計ることを特徴とする請求項１に記載の検出器。
【請求項１２】
　前記信号処理ユニットは、
　（ａ）前記取得された心電計又は体温の前記電子信号を増幅するための信号増幅器と、
　（ｂ）前記検出された歪信号をスクリーニングするための電子フィルタと、
　（ｃ）前記アナログ信号をデジタル信号に変換するアナログ－デジタル変換器（ＡＤＣ
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）と
　を具備することを特徴とする請求項１に記載の検出器。
【請求項１３】
　前記心電計又は体温計の前記電子フィルタは、ローパスフィルタ、ハイパスフィルタ、
バンドパスフィルタ、及びバンドストップフィルタを具備する前記グループから選択され
ることを特徴とする請求項１２に記載の検出器。
【請求項１４】
　前記無線インターフェースは、ワイヤレスＷＬＡＮ、赤外線、ブルートゥース、ＲＦＩ
Ｄ、ＧＳＭ、ＰＨＳ、または、ＣＤＭＡ、または、その他のワイヤレス送信インターフェ
ースであることを特徴とする請求項１に記載の検出器。
【請求項１５】
　前記電力供給器は蓄電池であることを特徴とする請求項１に記載の検出器。
【請求項１６】
　前記信号処理ユニット、前記ワイヤレス送受信装置及び前記電力供給器は、全体で、ま
たは、分離して１又は複数のペンダントに含まれることを特徴とする請求項１に記載の検
出器。
【請求項１７】
　前記信号処理ユニットによって処理された後、電子生理学信号を記憶するためのデータ
記憶ユニットをさらに具備することを特徴とする請求項１に記載の検出器。
【請求項１８】
　前記データ記憶ユニットは、あらゆる電気信号記憶デバイスであることを特徴とする請
求項１７に記載の検出器。
【請求項１９】
　ユーザの首、腰、または、四肢に着用されることを特徴とする請求項１に記載の検出器
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　微小な生理学信号ワイヤレス送信検出器、送受信同期技術、記憶及び記録同期技術、生
理学信号検出及び解析技術、及び、睡眠解析アルゴリズムを通じて、リードワイヤがなく
、容易に操作、モニタ及び検出を常時実施し、かつ、容易に正確な解析を実施する生理学
信号記録システムが開発された。このシステムは、正常な人及び病気を持つ患者の睡眠の
質の評価に使用することができ、かつ、睡眠障害を持つ患者の長期診断に使用可能である
。システムは、睡眠と自己神経機能（self-neurological function）に対する副作用に関
する睡眠薬及びその他の医薬品、睡眠と自己神経機能の変化に関するヘルスケア、及び、
多様な健康製品のその他の変化の長期有効性評価に使用することができ、老齢体、及び、
新生児の睡眠問題の評価に使用することができる。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、医療科学の研究は２つの主な領域、すなわち、構造及び機能に分類される。機
能に関しては、多様な方法が開拓されて、各器官及び組織の機能を決定してきた。
【０００３】
　最近、機能成長医療研究（growth of functional medical study）には大きな進歩がみ
られる。生理学信号の検出のために確立された技術は多数ある。しかし、より正確な情報
を取得するために、生理学信号収集を目的とした侵襲的方法が用いられる。例えば、ハー
トキャッチ（heart catch、心臓カテーテル検査とも呼ばれる）、すなわち、心臓が動い
たままで心臓及び心臓の内側の血管が示される方法は、カテーテルを動脈に挿入し、次い
で、心臓に到達させる必要がある。この検査は診断精度を向上させるが、外科過程のリス
クも増大させ、そして、患者は痛みに耐えなければならない。
【０００４】
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　比較上、非侵襲的方法は侵襲的方法に比べてより安全である。これは、医療使用を目的
とした正確な信号を取得することができない間接的な検出方法であることに起因する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　幸にも、コンピュータ科学の発展上、強力なソフトウエア及びハードウエアが使用され
て、非侵襲式検出器（non-invasive detector）の信号処理能力が改善されている。非特
許文献１は、非侵襲的診断の好例を示しており、それは皮膚表面の電圧変化を検出し、か
つ、その信号を処理して、患者の交感神経及び副交感神経の自律神経システムの機能を推
定する。この技術は、非特許文献２～５に成功裏に応用されてきたが、このような非侵襲
的技術の利便性及び患者感情を考慮すると、改善の余地はある。
【非特許文献１】Heart rate variability (HRV) analysis, Circulation, 1996年, 93号
, 1043-1065.
【非特許文献２】Yang等, Analysis of cardiovascular fluctuations during pentobarb
ital anesthesia, American Journal of Physiology, 1996年, 270号, H575-H582.
【非特許文献３】Kuo等, Brain death determining, American Journal of Physiology, 
1997年, 273号, H1291-H1298.
【非特許文献４】Yien等, Prediction of patient outcome in an intensive care unit,
 Critical Care Medicine, 1997年, 25号, 258-266.
【非特許文献５】Kuo等, Observation the effect of aging on gender differences in 
neural control of heart rate, American Journal of Physiology, 1999年, 277号, H22
33-H2239.
【非特許文献６】European Hear Journal、1996年, 17号, 354-381.
【非特許文献７】Yang等, American Journal of Physiology-Heart and Circulatory Phy
siology, 2000年, 278号, H1269-1273.
【特許文献１】台湾特許第１４９２９９号明細書
【０００６】
Ａ．非侵襲的診断技術開発の重要性
　非侵襲的診断技術は、主に２つの部分を具備しており、第１部分が検出器であり、そし
て、その他の部分が信号処理ユニットである。検出器は、適切な検出器がなければ、正確
な信号を取得することができず、あるいは、さらに、信号を処理しても利用価値がなく、
あるいは、検出器の患者への適用が困難である場合、そして、患者が侵襲式検出器の使用
を不快と感じるという理由からこの分野の最も重要な部分である。したがって、検出器が
正確で、患者に快適に適用され、かつ、ユーザフレンドリである非侵襲的診断技術を開発
することは重要である。
【０００７】
１．無線生理学信号検出システム確立の重要性
　（１）現在、長期生理学信号検出システムは、有線伝送技術に基づいている。患者がこ
のシステムを使用する必要がある場合、複数の電極が患者の皮膚上に用いられ、そして、
これらの電極によって収集された信号は、信号処理ユニットに接続されたワイヤを介して
送信されて、アナログ－デジタル変換及び信号増幅などのさらなる処理が施される。一般
に、これら所望の信号の収集にある期間の時間を使用し、かつ、電極及び接続されたワイ
ヤは患者に不快感を引き起こし、邪魔になる。さらに、このシステムのインターフェース
は不親切であり、装置を操作するための専門技術者が必要となる。したがって、一般に、
この診断システムを、毎日、利用することは容易ではない。
【０００８】
　（２）測定が容易でない多数のシステムがある。真のエキスパートプロフェッショナル
又は技術者が必要とされ、プロフェッショナル及び技術者には長時間の訓練が要求され、
かつ、訓練されたプロフェッショナル又は技術者のみが生理学現象の検出を実行すること
ができる。したがって、これらのシステムは操作が容易ではない。
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【０００９】
　（３）最近、いくつかの企業が、検出された信号を送信するための新しいワイヤレスシ
ステムを開発している。一般に、これらのシステムは３つの部分を具備しており、第１部
分が検出電極であり、第２部分が信号処理装置であり、第３部分が遠隔信号解析／記憶装
置（far-end signal analysis/storage machine）である。電極は生理学信号を検出し、
かつ、ワイヤを介して信号処理装置に信号を送って、アナログ－デジタル変換及び増幅処
理を行い、次いで、これらの信号を遠隔信号解析／記憶装置に送信する。このシステムは
、臨床利用において成功裏に応用され、かつ、ワイヤレス技術をこの領域に応用すること
ができることを示唆している。しかしながら、このシステムはまだ電極と信号処理装置と
を一体化することができず、これらの２つの部分が分離して組み込まれ、かつ、この２つ
の部分の接続にワイヤが使用される場合にのみであって、ゆえに、この限定はノイズ及び
運搬するには非常に重いなどのワイヤが使用されることに伴ういくつかの副作用を増大さ
せる。
【００１０】
Ｂ．解決しなければならないトラブルシューティング
　診断技術の大きな進歩によって、心電検査（ＥＣＧ）信号の処理を介して、自動的な神
経活動を定量化することができる。より詳細な生理学信号を取得するために、使用される
電極のほとんどは患者の皮膚に付着させる使い捨てのパッチ型である。しかし、これらの
粘着性の電極はどういうわけか皮膚アレルギーを引き起こし、かつ、非再利用の電極はユ
ーザの負担を増大させる。したがって、ユーザは定期的に又は長期にわたってその電極を
使用することに気が進まない。
【００１１】
　非侵襲式検出器が被験者の着用する日常使用のネックレスになり、かつ、ユーザが検出
器を平静な状況で使用することができ、または、ユーザが検出器をある期間定着すること
ができるとともに、そのような検出器が美しい外観（outlook）を有する品物を表すよう
に設計されれば、そのような検出器は非侵襲的技術の実用性を強調することができ、かつ
、長時間着用することができて、長期間の看護が実現する。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明は、
　（ａ）心電計検出動作電極（electrocardiographic detecting working electrode）と
、導伝チェーン（conduction chain）によって接続された心電計基準電極及び体温センサ
と、（ｂ）前記電極又はセンサから取得されたこれらの信号を処理するための信号処理ユ
ニットと、（ｃ）処理された心電計信号を遠隔ユニットの受信器に送受信するか、または
、遠隔ユニットからデータを受信するためのワイヤレス送受信装置と、（ｄ）検出器の動
作に電力を供給する電力供給器と
　を具備する非付着式心電計及び体温信号検出器を提供する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　本発明は、
　（ａ）心電計検出動作電極と、導伝チェーンによって接続された心電計基準電極及び体
温センサと、（ｂ）前記電極又はセンサから取得されたこれらの信号を処理するための信
号処理ユニットと、（ｃ）処理された心電計信号を遠隔ユニットの受信器に送受信するか
、または、遠隔ユニットからデータを受信するためのワイヤレス送受信装置と、（ｄ）検
出器の動作に電力を供給する電力供給器と
　を具備するネックレスタイプの非付着式心電計及び体温信号検出器に関する。
【００１４】
　心電計電極及び心電計基準電極は、２電極（two-electrode）システム内に構築されて
いる。心電計電極はユーザの皮膚の表面電圧を検出し、かつ、心電計信号は、固定電位で
基準電極の表面電圧と比較される。検出は、皮膚との直接接触、または、皮膚の間接的な
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センシングによって取得することができる。本発明では、基準電極の機能は増幅された心
電計信号の基準として使用される。本発明で使用されるチェーンは、導伝性ワイヤを含み
、かつ、ペンダントに接続され、そして、導伝性チェーン及びペンダントは多様な形状と
なることができる。
【００１５】
　本発明の心電計動作電極及び心電計基準電極は、導伝性チェーン上及びチェーンに接続
されたペンダント上に分離して配置されており、チェーン部分に配置された電極は、チェ
ーン自体であり、または、チェーン上の導伝性プレートである。ペンダント上に配置され
た電極は、前記ペンダントの導伝性外殻であり、または、導伝性又は非導伝性ペンダント
の内部に配置される。導伝性の外殻は、表面が処理された金属又はプラスチックで作られ
る。例えば、電気めっき、または、導伝性塗料、グラファイト、または、カーボンファイ
バ、または、その他のコンダクタによるコーティングである。
【００１６】
　好ましい１実施形態では、検出器による検出方法は、熱抵抗効果、サーミスタ、熱伝対
、または、あらゆる非侵襲式電気温度計である。
【００１７】
　本発明の現在の信号処理ユニットは、
　検出器
　を具備し、信号処理ユニットは、
　（ａ）取得された心電計又は体温の電子信号を増幅するための信号増幅器と、
　（ｂ）検出された歪信号をスクリーニングするための電子フィルタと、
　（ｃ）アナログ信号をデジタル信号に変換するアナログ－デジタル変換器（ＡＤＣ）と
　を具備する。
【００１８】
　本発明のワイヤレス送受信装置は、無線インターフェース又は赤外線インターフェース
を介して信号を送信する。無線インターフェースはワイヤレスであり、ＷＬＡＮ、ＩＮＴ
ＥＲＥＳＴ　ＲＡＴＥ、ブルートゥース、ＲＦＩＤ、ＧＳＭ、ＰＨＳ、ＣＤＭＡ、または
、電子信号送信に使用することができるあらゆるその他の無線インターフェースである。
【００１９】
　電力供給器は蓄電池である。さらに、電力供給器は電池である。本発明の信号処理ユニ
ットは、ワイヤレス送受信装置及び電力供給器が全体で、または、分離して１又は複数の
ペンダントに供給される。
【００２０】
　検出器は、さらに、信号処理ユニットによって処理された後、電子生理学信号を記録す
るためのデータ記憶ユニットを具備している。さらに、データ記憶ユニットは、ランダム
アクセスメモリ（ＲＡＭ）又は電気信号を記憶するためのあらゆるデバイスである。
【００２１】
　本発明の検出器のサイズは、一般的なネックレスに適合する。検出器は、非付着式の設
計を採用して、長期間の着用を促進し、かつ、心電計信号の場合の不快感を緩和する。一
方、検出器は、美しく、かつ、洗練された外観を有する品物として設計されて、顧客の受
入れ可能性を増大させる。
【００２２】
　体表面の心電計信号は非常に弱く、かつ、信号の強さは心臓から四肢末端に向かって徐
々に弱くなるので、本発明の検出器は首に常時着用される。ペンダントの使用は、胸部と
接触して、胸部上のより強い心電計信号を検出する。しかしながら、検出器は四肢などの
その他の位置に適用することができる。
【００２３】
　実施例は単に本発明の図示、及び、さまざまな実施形態の多様な利点を説明する。実施
例はそのような実施形態に限定しなければならないものではない。
【００２４】
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１．検出器
　図１には、心電計動作電極１４０と、体温センサ１５０と、コンピューティングセンタ
（computing center）１６０（信号処理ユニット１６１と、データ記憶ユニット１６３と
、ワイヤレス送受信装置１６４とを具備している）と、電池１６２と、基準電極１１０と
を有する非付着式で固着された（stuck）ネックレスタイプの検出器１００である本発明
の１実施形態が図示されている。前の４つの部品はペンダントの中に配置され、かつ、後
の部品はセンサ１５０に接続されているチェーン上に配置された金属プレートである。図
２は本発明のその他の好ましい１実施形態であり、基準電極１３０に関して、図１に比べ
てやや変形されている。図２の基準電極１３０は、チェーンに一体化されている。本実施
例では、動作電極１４０がペンダント内に配置された導伝コイルである。
【００２５】
２．使用
　図３に示すように、検出器３００はユーザの首に着用され、かつ、ペンダントは胸部の
前につるす。測定を実施するため、ユーザは安定した姿勢を保つよう求められ、かつ、検
出器はユーザの皮膚に数秒間接触する。次いで、心電計信号は動作電極１４０によって胸
部表面の胸部表面検出電圧から取得され、かつ、体温情報は体温センサ１５０によって収
集されることになる。
【００２６】
３．心電計信号の収集
　心電検査測定の利便性及び信頼性を向上させるため、２電極システムが採用されている
が、このシステムは３電極システムよりも一層ノイズ問題を有する。したがって、この欠
点を克服するために、適切なフィルタ回路及びオプティカルカプラ（opt-coupler）が必
要である。例えば、本発明では、増幅デバイス（特許文献１）を使用して、動作電極によ
って検出された心電計信号を増幅し、かつ、ＳＮ比の有用な波形パターンを取得する。
【００２７】
４．体温測定
　本発明はその他の機能、すなわち、体温測定を有する。検出原理は商業用のあらゆる電
気式体温計と同じであり、電圧変化、抵抗変化、または、電熱によって生じたセンサの内
部回路上の電流変化を検出し、この情報を電気信号に変換するものである。
【００２８】
５．信号の処理、記憶及び送信（マイクロコンピュータ、フィルタ及び増幅）
　図４は本発明の回路設計４００のブロック図を示す。動作電極１４０から取得される心
電計信号は、はじめに入力フィルタ４２１を通って、ＳＮ比を強調する。次いで、信号は
、標準器として基準電極１１０を使用する増幅器４２２によって増幅され、次いで、サン
プリングを促進するために、信号は流出（outpour）フィルタ４２３を通る。体温信号も
また、フィルタ／増幅ユニット４２４を通って、フィルタリングされ、かつ、増幅される
。これら２つの信号がアナログ－デジタル変換器（ＡＤＣ）４３１を通り、かつ、マイク
ロ演算論理ユニット４３２において処理された後、信号は、次いで、デジタル信号に変換
され、次いで、メモリユニット１６３に記憶されるか、または、変調器／復調器４４１を
通るかして、ワイヤレス送受信装置１６４を介して遠隔のコンピュータに信号をさらに送
信する。ワイヤレス送受信装置１６４はまた、遠隔の受信器から送信された再生信号を受
信することができる。電力供給器１６２を使用して、この信号処理ユニット４１０に電力
が供給される。
【００２９】
Ａ．信号解析
１．信号受信
　無線及び赤外線などの信号送信のための多数の有用なワイヤレスインターフェースがあ
る。本実施例では、赤外線通信規格（Infrared Data Association：ＩｒＤＡ）が信号送
信に採用され、かつ、遠隔コンピュータが赤外線ポート（ＩＲポート）を有して、この検
出器によって送信された信号を受信し、かつ、以下に列挙された解析を処理する能力を有
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する。
【００３０】
２．心拍の識別
　ＨＲＶ解析のためのコンピュータプログラムは、我々の上記の文献に記載さている（非
特許文献５）。ＱＲＳ識別手順では、コンピュータは、はじめに、一般的なＱＲＳ検出ア
ルゴリズムに類似のスパイク検出アルゴリズムを使用して、デジタル化されたＥＣＧ信号
の全てのピークを検出した。振幅及び全スパイクの間隔などのパラメータは、その平均値
及び標準偏差（ＳＤ）が標準ＱＲＳテンプレートとして計算することができるように測定
された。次いで、各ＱＲＳ複合体が識別され、かつ、各心室性早期収縮複合体又はノイズ
は標準ＱＲＳテンプレートの尤度（likelihood）に基づいて拒絶された。各有効なＱＲＳ
複合体のＲ点は、各心拍の時点として定義され、かつ、２つのＲ点の間の間隔（Ｒ－Ｒ間
隔）は、現在のＲ点とその後のＲ点の間の間隔として推定される。Ｒ－Ｒ間隔拒絶手順で
は、はじめに、全てのＲ－Ｒ間隔の一時的な平均値及びＳＤが標準的な基準のために計算
された。次いで、Ｒ－Ｒ間隔は、Ｒ－Ｒ値の標準スコアが３を超えれば、誤りがある又は
非定常であるとみなされて、拒絶するという確認がなされた。この手順によるＲ－Ｒ拒絶
の平均パーセントは１．２％である。続いて、有効なＲ－Ｒ値は７．１１Ｈｚのレートで
リサンプル及び内挿されて、時間領域における連続性を達成した。
【００３１】
３．周波数領域解析
　周波数領域解析は、高速フーリエ変換（ＦＦＴ）によるノンパラメトリック法を使用し
て実行した。直流成分が削除され、かつ、ハミングウインドウを使用して、漏えい効果を
減衰させた。各時間セグメント（２８８秒、２０４８データ点）アルゴリズムによってＦ
ＦＴベースのパワースペクトル密度が推定された。その結果であるパワースペクトルは、
サンプリング及びハミングウインドウによる減衰を補正された。続いて、パワー（ＴＰ）
スペクトルは、表１に定義された多様な周波数領域の測定で定量化された。特に、ＬＦは
、ＶＬＦ（全パワーＶＬＦ）を除く全パワーの百分率によって基準化されて、ＨＲＶ（Ｌ
Ｆ％）上の交感神経の影響を検出した。類似の手順はまた、ＨＦ（ＨＦ％）に適用された
。全てのＨＲＶパラメータは、オリジナル、平方根、及び自然対数の型で表現されて、起
こりうる歪を示して補正した。
【００３２】
４．データ判読
　データは、米国心臓学会（American Heart Association Inc.）及び欧州心臓病学会（E
uropean Society of Cardiology）によって出版された報告書（非特許文献１、及び同時
に出版された非特許文献６）、及び、開発者の上記の文献（非特許文献３～４、５、７）
に基づいて判読された。ＨＦ及びＴＰ値は心臓の交感神経の活動の測定に使用され、ＬＦ
／ＨＦ比は心臓の副交感神経の活動の測定に使用され、かつ、ＬＦ値は交感神経及び副交
感神経の機能を推定するためのターゲット（target）であった。
【００３３】
　当業者は、本発明が本発明の目的を実施して、これらの固有の利点だけでなく、前述の
利点を取得するように十分に適合することを容易に理解する。心電計及び体温情報測定の
ためのネックレスタイプの非付着型検出器は、好ましい実施形態の典型であり、代表例で
あり、本発明の範囲を限定する意図はない。変更形態及びその他の用途は、当業者に自明
である。これらの変更形態は、本発明の趣旨に包括的に含まれ、かつ、特許請求の範囲に
よって定義される。
【００３４】
　本発明の範囲と趣旨から逸脱することなく、開示された本発明にさまざまな代替形態及
び変更形態を作成することは当業者にとって、容易に、明らかである。
【００３５】
　本明細書で参照されたすべての特許及び文献は、発明が関係する当業者のレベルを示唆
する。すべての特許と文献は、それぞれの個々の公表が引用することにより組み込まれる
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組み込む。
【００３６】
　本明細書で適切に実施例として説明された本発明は、本明細書で明確に開示されていな
いあらゆる１又は複数の要素、１又は複数の限定がなく、実施される。用いられた用語及
び表現は、限定ではなく、説明の用語として使用され、そして、示され、かつ、説明され
た特徴と等価なもの、または、その部分を除く用語及び表現を使用する意図はなく、しか
し、多様な変更形態が請求項に示された本発明の範囲内で可能であると認識される。した
がって、本発明が好ましい実施形態及び任意の特徴によって明確に開示されるが、本明細
書に開示された概念の変更形態及び変化形態は、当業者によって用いられ、そのような変
更形態及び変化形態が添付の特許請求の範囲に定義された本発明の範囲内であると理解さ
れなければならない。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】心電計の基準電極が独立の導伝性チェーン（conductive chain）であることを特
徴とする本発明の１実施形態のネックレスタイプの心電計及び体温信号検出器を示す図で
ある。
【図２】心電計の基準電極及び導伝性チェーンが１ユニットとして形成されたことを特徴
とする本発明の１実施形態のネックレスタイプの心電計及び体温信号検出器を示す図であ
る。
【図３】ユーザによって着用されている検出器を示す概略図である。
【図４】本発明による検出器の回路設計を示す概略図である。
【図５】本発明の検出器によって検出された心電計信号のスペクトル解析による心拍変化
情報を示す図である。
【符号の説明】
【００３８】
　１００　検出器
　１１０　基準電極
　１４０　心電計動作電極
　１５０　体温センサ
　１６０　コンピューティングセンタ
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